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令和４年度鳥取市ふるさと納税返礼品ブランディング業務 

公募型プロポーザル実施要領 

１ 目的 

  この要領は、鳥取市ふるさと納税返礼品について、返礼品の情報等を正確かつ魅力的に

寄附者に伝えることで、本市の魅力発信及び寄附の増加を図ることを目的とし、本業務を

実施する高度な技術力、経験、実績を有する優れた事業者を公募型プロポーザル方式によ

り選定するため、必要な手続き等について定めるものである。 

２ 業務の概要 

⑴ 業務名 

令和４年度鳥取市ふるさと納税返礼品ブランディング業務 

⑵ 業務内容 

   本業務に係る業務内容等については、別紙「令和４年度鳥取市ふるさと納税返礼品ブ

ランディング業務仕様書（以下「仕様書」という。）」のとおりとする。 

⑶ 業務期間  契約締結の日から令和５年３月３１日まで 

 ⑷ 提案上限額 金４，３０１，０００円（消費税及び地方消費税を含む。） 

３ 参加資格 

本件公募型プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる事項の全てを満たすものとする。 

⑴ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない者

であること。 

⑵ 公告の日から企画提案書の提出期限の日までの間において、鳥取市入札参加資格者指

名停止措置要綱（平成２５年４月１日制定）に基づく指名停止措置を受けている期間が

ない者であること。 

⑶ 公告の日から企画提案書の提出期限の日までの間において、会社更生法（平成１４年

法律第１５４号）の規定による更生手続開始の申立てが行われた者又は民事再生法（平

成１１年法律第２２５号）の規定による再生手続開始の申立てが行われた者でないこと。 

⑷ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条に

規定する暴力団又はその利益となる活動を行う者でないこと。 

⑸ 国税（法人税、消費税及び地方消費税）及び鳥取市税に滞納がないこと。 

⑹ 製造の請負、物品の売買及び修理、役務の提供並びに物品の賃貸に係る調達契約の一

般競争入札又は指名競争入札に参加する者に必要な資格及びその審査申請手続等につ

いて（令和３年鳥取市告示第５１７号）に基づく競争入札参加資格を有するとともに、

その資格区分が「役務」に登録されている者（登録に関する申請書を提出し、審査中の

ものを含む。）であること。 

⑺ 平成２９年以降に、仕様書４の（１）及び（２）の業務と同様又は類似の事業実施実
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績がそれぞれ１件以上あること。 

４ 実施スケジュール 

項 目 日 程 

(1)実施要領等の配布 

令和４年６月２４日（金）～７月４日（月）(2)参加表明書等の受付 

(3)質問書の受付 

(4)参加表明書の審査結果の通知（発送）
令和４年７月７日（木） 

(5)質問書に対する回答期限 

(6)企画提案書の受付 令和４年７月１１日（月）～８月１日（月）

(7)プレゼンテーション 令和４年８月９日（火）［予定］ 

(8)審査結果の通知 令和４年８月中旬［予定］ 

５ 実施要領等の配布 

⑴ 配布期間  

令和４年６月２４日（金）午前９時から令和４年７月４日（月）午後５時まで 

⑵ 配布場所 

印刷物での配布は行わないため、鳥取市公式ウェブサイトからダウンロードすること。 

鳥取市公式ウェブサイト URL：https://www.city.tottori.lg.jp

６ 質問書の受付 

 ⑴ 提出期限 令和４年７月４日（月）午後５時（必着） 

⑵ 提出場所 １４に記載の E-mail アドレス 

 ⑶ 提出方法 E-mail 

⑷ 回答方法 令和４年７月７日（木）午後５時までに鳥取市公式ウェブサイトに掲載す

る。 

       なお、質問に対する回答に本要領及び仕様書の内容と相違がある場合は、

本要領及び仕様書の追加または修正とみなす。 

７ 参加表明書等の受付 

⑴  提出期限 令和４年７月４日（月）午後５時（必着） 

⑵  提出場所 １４に記載の担当者宛 

⑶  提出方法  

持参、又は郵送（郵送の場合は、一般書留又は簡易書留郵便に限る。）すること。郵送

による場合は⑴の提出期限の日までに必着とし、持参による提出の場合は鳥取市の休日

を定める条例（平成元年鳥取市条例第２号）第１条第１項に規定する鳥取市の休日（以

下「休日」という。）を除く⑴の提出期限の日までの日の午前９時から午後５時までに限
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り受け付ける。 

 ⑷ 提出書類 

本要領、仕様書、鳥取市契約規則その他関係諸法令を理解・遵守の上で、次の書類を

提出すること。 

①公募型プロポーザル参加表明書（様式第１号） １部 

②業務実績調書（様式第３号）         １部 

 ⑸ 審査結果の通知  

提出があった者の参加資格等を審査し、参加資格を有すると認められた者にその旨を

通知（発送）するとともに、企画提案書の提出を依頼する。なお、審査の結果参加資格

を有しないとされた者については、その旨を通知する。 

８ 企画提案書の受付 

⑴ 提出期限 令和４年８月１日（月）午後５時（必着） 

 ⑵ 提出場所 １４に記載の担当者宛 

 ⑶ 提出方法 ７の⑶に同じ 

 ⑷ 企画提案書の構成及び部数 

   下表に基づき企画提案書を作成し、正本１部、副本５部を提出すること。  

項 目 内 容 最大ページ数 インデックス

①  表紙 様式第２号   

②  提案者概要 組織概要、構成員、受託体制、事業実績など 

事業実績については、仕様書４の（１）及び（２）

の業務に活かすことのできる同様又は類似の事

業実績をそれぞれ１件以上そのポイントととも

に記載すること。 

４ 提案者 

③ 企画提案内容 別紙「令和４年度鳥取市ふるさと納税返礼品ブ

ランディング業務企画提案書評価基準書」（以下

「評価基準書」という。）に記載する項目に基づ

いて説明する内容となっていること。 

また、仕様書に基づき、次の（ア）～（エ）に

ついて、具体的に分かりやすく記載すること。 

（ア）返礼品撮影・ライティング 

  本業務と類似した過去の事業実績を用い

て、ふるさと納税サイトに掲載することを想

定した返礼品画像（最大３品目まで）及び紹

介文を掲載すること。 

（イ）インターネット広告 

  本業務と類似した過去の事業実績を用いる

２０ 企画提案
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など、業務目的を達成するために効果的なイ

ンターネット広告プラン及び効果検証の方法

を提示すること。（理解を容易にするためにポ

ンチ絵、イラスト、イメージ図等を使用して

もよい。） 

（ウ）スケジュール 

  実現可能かつ具体的なスケジュール 

（エ）その他 

  その他、寄附金の増加に繋がる取り組みを

提案、アドバイスを行うこと。 

④ 見積書 様式第４号  見積 

⑸ 副本について 

副本は提案者名を特定できないよう記載するものとし、必要に応じて塗りつぶし等の

措置を行うこと。 

⑹ 編冊方法 

Ａ４判用紙縦置き、左綴じを原則とする。また、⑷の項目に対応したインデックスを、

その項目の先頭ページに張り付けるとともに、項目②及び③には通しのページ番号を用

紙の下部中央に記載すること。 

９ プレゼンテーションの実施 

⑴ 実施日時 令和４年８月９日（火）［予定］ 

⑵ 実施場所 鳥取市役所本庁舎（鳥取県鳥取市幸町７１番地） 

⑶ 所要時間 ３５分（プレゼンテーション２０分、質疑応答１５分）［予定］ 

⑷ 注意事項 

ア 開催日時、場所及び各提案者のプレゼンテーション開始時間は、後日、対象者に

通知する。 

イ プレゼンテーションの順番については、参加表明書の受付順とする。 

ウ プレゼンテーションへの提案者は２名以内とし、説明者は本案件を受託した場合

の主な担当者となる者が行う。 

エ プレゼンテーションのためのプロジェクター及びスクリーンは、鳥取市が準備す

る。その他の機器については、提案者が準備すること。 

オ プレゼンテーションは企画提案書の内容に沿って説明すること。 

カ プレゼンテーションの際に新たな説明資料等を配布することはできない。 

キ 提案者は、他の提案者の提案を傍聴することはできない。 

ク 指定の時間に遅れた場合は、審査対象とならない。 

ケ 審査は非公開とする。 

コ 新型コロナウィルス感染症対策のため、オンラインでの実施となる可能性がある。 
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１０ 選定方法及び審査結果の通知 

⑴  最優秀提案者の選定方法 

「令和４年度鳥取市ふるさと納税返礼品ブランディング業務公募型プロポーザル選定

委員会」において提案を審査する。審査においては企画提案書及びプレゼンテーション

の内容に基づいて評価を行い、合計点数が最も高い者を最優秀提案者として選定する

（失格者を除き最優秀提案者以外にも順位づけを行う）。また、同点の提案者が複数と

なった場合には、選定委員の多数決で順位を決定する。 

⑵ 評価方法 

⑴の評価にあたっては、次のとおり評価に応じた点数（以下「評価点」という。）付け

を行う。 

 ア 提案者概要、提案内容の評価 

   評価基準書に示す各項目の点数の範囲内（上限１３５点）で評価点付けを行う。た

だし、当該評価点が８１点未満となった場合は失格とする。 

 イ 見積書の評価 

 以下の数式にて評価点を算出する。（上限１０点）ただし、提案上限額を超える見積

額であった場合は失格とする。 

見積書の評点＝１０点×（１－見積額／提案上限額） 

⑶ 審査結果の公表 

鳥取市公式ウェブサイトに掲載するとともに、別途提案者に審査結果を通知する。 

１１ 無効となる参加表明書等 

  提出された参加表明書又は企画提案書が次のいずれかに該当する場合は、当該参加表明

書又は企画提案書を無効とする。 

⑴ 提出期限、提出場所及び提出方法が適合しないもの 

⑵ 記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないもの 

⑶ 記載すべき事項以外の内容が記載されているもの 

⑷ 虚偽の内容が記載されているもの 

⑸ 必要な書類が添付されていないもの 

１２ 契約の締結 

  １０により最優秀提案者として選定された提案者と契約締結の交渉を行う。契約交渉が

不調の時は、１０の評価により順位付けられた上位の者から順に契約締結の交渉を行う。 

１３ 留意事項 

⑴ 企画提案書の作成、応募、プレゼンテーション等に要する費用は、提案者の負担とす

る。 

⑵ 参加表明書又は企画提案書の提出後の修正、変更又は再提出は、認めない。 
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⑶ 提出された参加表明書又は企画提案書は、審査目的以外には参加希望者・提案者に無

断で使用しない。 

⑷ 企画提案書の提出後に辞退する場合には、速やかに１４の担当部署に連絡するととも

に「参加辞退届（様式第５号）」で通知すること。 

⑸ 提出された書類に関わる著作権は提案者に帰属するが、提出書類は市の公文書として

保管し、情報公開の請求により開示することがある。ただし、提案者の正当な利益が害

される恐れがあると本市が認めた個所については公表しない。 

⑹ 具体的な業務は、発注者との協議に基づいて実施することとする。 

１４ 担当部署 

〒６８０－８５７１ 

鳥取県鳥取市幸町７１番地 

鳥取市総務部資産活用推進課（鳥取市役所本庁舎４階） 

担当者：能勢・田中 

電 話：（０８５７）３０－８１３７ 

ＦＡＸ：（０８５７）２０－３９４８ 

E-mail：shisan@city.tottori.lg.jp 


